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●	災害医療シンポジウム	
	 	 …………… 2～ 3面
●		平成28年春の叙勲・	
褒章受章者	 …… 4面

●	都道府県医師会だより	
	 	 ………………… 6面
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日
医
で
は
、
今
後
の
更
な

る
少
子
高
齢
社
会
を
見
据

え
、
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

の
あ
る
べ
き
姿
を
評
価
し
、

そ
の
能
力
を
維
持
・
向
上
す

る
た
め
に
、
新
た
な
研
修
制

度
と
し
て
、
都
道
府
県
医
師

会
を
実
施
主
体
と
し
た
「
日

医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修

制
度
」
を
本
年
４
月
か
ら
開

始
し
て
い
る
。

研
修
体
系
は
「
基
本
研
修
」

「
応
用
研
修
」
「
実
地
研
修
」

の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る

明
す
る
と
と
も
に
、
「
本
日

の
研
修
会
が
、
か
か
り
つ
け

医
機
能
の
充
実
に
資
す
る
も

の
と
な
り
、
先
生
方
が
、
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
活
動
さ

れ
る
際
に
役
立
つ
も
の
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
」
と
述
べ
、

研
修
会
の
成
果
に
期
待
感
を

示
し
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
に
関
し

て
は
、
「
各
地
域
に
、
本
研

修
制
度
を
修
了
し
た
『
か
か

り
つ
け
医
』
が
い
る
こ
と
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂

け
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

　「日医かかりつけ医機能研修制度　平成28年度応用研修会」
が5月22日、日医会館大講堂で開催された。当日はテレビ会議
での受講者を含めて6,500名以上が受講し、かかりつけ医機能
の更なる充実・強化に努めた。

が
（
図
）、
今
回
の
研
修
会

は
受
講
が
必
須
と
さ
れ
て
い

る
応
用
研
修
会
の
中
央
研
修

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ

る
。研

修
会
は
小
森
貴
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
横
倉
義
武
会
長

（
中
川
俊
男
副
会
長
代
読
）

は
、
「
日
医
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
の
強
化
こ
そ
が

今
後
の
超
高
齢
社
会
を
支
え

る
重
要
な
視
点
と
捉
え
、『
日

医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修

制
度
』
を
創
設
し
た
」
と
説

も
、
医
師
会
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と

し
て
、
そ
の
推
進
に
力
を
入

れ
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

護
、（
４
）
終
末
期
医
療
（
看

取
り
）
の
倫
理

─
に
つ
い

て
説
明
。

（
４
）
で
は
、
本
人
が
意

思
表
明
を
で
き
な
い
場
合
、

延
命
治
療
の
実
施
等
に
関
し

て
は
、
家
族
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
判
断
が

本
当
に
患
者
本
人
の
願
望
を

推
定
・
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
の
か
、
医
療
ケ
ア
専
門
家

は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

す
る
と
と
も
に
、
「
こ
の
問

題
は
、
今
後
、
社
会
全
体
で

事
前
に
考
え
て
お
く
べ
き
で

あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
に
は

そ
の
際
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

「
生
活
習
慣
病
」
に
関
し

て
は
、
寺
本
民
生
帝
京
大
学

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
、

日
医
、
日
本
医
学
会
、
関
係

11
団
体
で
作
成
し
た
「
脳
・

心
血
管
病
予
防
に
関
す
る
包

括
的
リ
ス
ク
管
理
チ
ャ
ー
ト
」

を
基
に
、
患
者
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
や
各
病

態
の
診
断
基
準
等
を
解
説
。

わ
が
国
の
脳
・
心
血
管
病

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
血

圧
は
も
と
よ
り
、
脂
質
異
常

症
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
を
包
括
的
に
管
理
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
か

か
り
つ
け
医
に
は
そ
の
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調

し
た
。

「
フ
レ
イ
ル
予
防
、
高
齢

者
総
合
的
機
能
評
価
（
Ｃ
Ｇ

Ａ
）
・
老
年
症
候
群
」
に
つ

い
て
は
、
飯
島
勝
矢
東
京
大

学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

准
教
授
が
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
に
つ
い
て
、
身
体
の
虚

弱
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
こ
こ
ろ
・
心
理
、
認
知

性
、
社
会
性
の
虚
弱
が
存
在

す
る
な
ど
、
多
面
的
で
あ
る

こ
と
を
説
明
。
そ
の
予
防
の

た
め
に
は
、
「
し
っ
か
り
食

べ
、
し
っ
か
り
動
き
、
そ
し

て
社
会
性
を
高
く
保
つ
こ
と

を
高
齢
者
に
意
識
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
に
な

る
」
と
し
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
の

摂
食
嚥
下
障
害
」
に
関

し
て
は
、
山
脇
正
永
京

都
府
立
医
科
大
学
在
宅

チ
ー
ム
医
療
推
進
学
講

座
教
授
が
、
高
齢
化
に

伴
い
摂
食
嚥
下
障
害
は

確
実
に
増
え
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
者
・
介
護

者
に
と
っ
て
誤
嚥
及
び

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
は

今
後
大
き
な
課
題
に
な

る
と
し
た
上
で
、
嚥
下

障
害
の
分
類
方
法
、
原

因
疾
患
な
ど
に
つ
い
て

解
説
。
そ
の
対
応
の
た

め
に
は
、
他
の
疾
患
と

同
様
に
、
全
人
的
・
包

括
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
　平
成
28
年
度
応
用
研
修
会
を
開
催

か
か
り
つ
け
医
機
能
の

                    

更
な
る
充
実・強
化
を
目
指
し
て

る
こ
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
の
在
宅

医
療
・
緩
和
医
療
」
に
関
し

て
は
、
草
場
鉄
周
医
療
法
人

北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン
タ

ー
理
事
長
が
、
在
宅
診
療
に

は
、
外
来
診
療
か
ら
つ
な
が

る
継
続
診
療
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
問
題
に
対
応
し
、

地
域
の
多
職
種
及
び
医
療
・

介
護
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
指
摘
。
更
に
、
在

宅
医
療
に
お
い
て
不
可
欠
な

多
職
種
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
訪
問
看
護
師
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
和
田
忠
志
医
療
法

人
社
団
実
幸
会
い
ら
は
ら
診

療
所
在
宅
医
療
部
長
は
、
在

宅
医
療
を
実
践
す
る
た
め
の

工
夫
と
し
て
、
「
24
時
間
対

応
型
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
医
師
同
士
あ
る
い
は

急
性
期
病
院
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
」
「
日
中
の
診
療
に

お
い
て
、
夜
間
に
起
こ
り
得

る
こ
と
を
予
測
し
て
お
く
こ

と
」
な
ど
を
推
奨
。
か
か
り

つ
け
医
が
長
期
に
受
診
し
た

患
者
を
最
期
ま
で
支
援
す
る

こ
と
は
重
要
だ
と
し
て
、
緩

和
ケ
ア
へ
の
積
極
的
な
関
与

を
求
め
た
。

「
症
例
検
討
」
で
は
、
草

場
氏
が
、
①
家
族
内
の
問
題

（
独
居
、
老
老
介
護
、
虐
待

な
ど
）
に
よ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
困
難
が
あ
る
ケ
ー
ス

②
が
ん
患
者
の
ケ
ア
に
困
難

が
あ
る
ケ
ー
ス

─
の
２
つ

の
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
。

①
で
は
家
族
会
議
の
開
催

が
重
要
に
な
る
と
し
て
、
家

族
会
議
の
開
催
方
法
等
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、「
か
か
り

つ
け
医
に
は
、
こ
う
し
た
家

族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法

に
つ
い
て
も
習
熟
し
、家
族
、

多
職
種
と
共
に
高
齢
者
を
支

え
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
②
で
は
、「
今
後
、

が
ん
患
者
に
関
わ
る
こ
と
も

多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

が
ん
が
専
門
で
な
く
て
も
、

生
活
習
慣
病
の
管
理
を
通
じ

て
築
か
れ
た
信
頼
を
基
に
、

か
か
り
つ
け
医
は
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
て
、
そ
の
役
割

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

最
後
に
閉
会
の
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
鈴
木
邦
彦
常
任
理

事
は
、
都
道
府
県
医
師
会
に

お
い
て
も
今
回
と
同
様
の
研

修
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
求

め
た
上
で
、
応
用
研
修
の「
関

連
す
る
他
の
研
修
会
」
に
つ

い
て
、
「
地
元
で
行
わ
れ
て

い
る
研
修
会
も
該
当
す
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が

あ
る
こ
と
に
言
及
。

「
日
医
と
し
て
は
、
①
日

医
が
関
与
（
主
導
）
し
て
い

る
②
全
国
規
模
の
研
修
会
で

あ
る
③
研
修
会
名
に
『
か
か

り
つ
け
医
』
と
明
記
さ
れ
て

い
る
④
利
益
相
反
に
当
た
ら

な
い

─
と
い
っ
た
要
件
に

基
づ
き
、
日
医
に
設
置
し
た

検
討
会
で
該
当
す
る
と
判
断

し
た
も
の
を
『
関
連
す
る
他

の
研
修
会
』
と
し
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
、
理
解

を
求
め
た
。

引
き
続
き
、
６
題
の
講
義

が
行
わ
れ
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
の
倫
理
」

に
つ
い
て
は
、
新
田
國
夫
医

療
法
人
社
団
つ
く
し
会
理
事

長
が
、
（
１
）
患
者
の
尊
厳

へ
の
配
慮
、
（
２
）
地
域
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
、

（
３
）
倫
理
的
に
適
切
な
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ

在
宅
看
取
り
、
（
４
）
地
域

包
括
の
視
点
か
ら
多
職
種
協

働
が
実
践
で
き
る
こ
と

─

が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指

摘
。更

に
、
「
医
師
と
患
者
の

関
係
」
に
関
し
て
は
、
歴
史

の
変
遷
と
と
も
に
、
パ
タ
ー

ナ
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
→
情
報
提

供
型
モ
デ
ル
→
相
互
参
加
型

モ
デ
ル
へ
と
変
化
し
て
き
て

い
る
が
、
現
場
の
状
況
に
よ

っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
と
し

た
。ま

た
、
箕
岡
真
子
東
京
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医

療
倫
理
学
分
野
客
員
研
究
員

は
、
（
１
）
医
療
倫
理
の
４

原
則
、
（
２
）
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
（
３
）

守
秘
義
務
と
個
人
情
報
保

図　日医かかりつけ医機能研修制度

日医が行う中央研修、関
連する他の研修会及び一
定の要件を満たした都道
府県医師会並びに郡市
区医師会が主催する研
修会等の受講。

「日医生涯教育認定証」
の取得。

社会的な保健・医療・介
護・福祉活動、在宅医療、
地域連携活動等の実践。

基本研修 応用研修 実地研修

３年間で上記要件を満たした場合、都道府県医師会より
修了証書または認定証を発行（有効期間3年）。

規定の活動を
２つ以上実施

（10単位以上取得）
規定の座学研修を
10単位以上取得
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日
本
医
師
会
災
害
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
「
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
５
月
15
日
、
日

医
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
競
技
会
場
や
そ
の
周

辺
地
域
に
お
け
る
将
棋
倒
し

等
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
集

団
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
事
前

の
対
策
立
案
や
災
害
発
生
時

の
対
応
等
の
質

の
向
上
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
あ

り
、
競
技
開
催

予
定
の
都
道
県

の
医
師
会
、
行

政
、
関
係
省
庁

等
か
ら
52
名
が

参
加
し
た
。

石
井
正
三
常

任
理
事
の
司
会

で
開
会
。冒
頭
、

井
上
惠
嗣
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
大
会
準
備
運

営
第
一
局
長
よ
り
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
後
、
シ
カ
ゴ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
メ
デ
ィ
カ
ル
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ　

Ｔ
． 

チ
ャ
ン
パ
ス　

ノ
ー
ス

ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
医
学
部
救
急
医
療
・

整
形
外
科
助
教
か
ら
、
「
マ

ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
危
機
管
理
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

チ
ャ
ン
パ
ス
氏
は
、
ボ
ス

ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
の
爆
弾
事

件
（
２
０
１
３
年
）
や
パ
リ

同
時
多
発
テ
ロ
（
２
０
１
５

年
）
な
ど
に
触
れ
、Mass 

Gathering

（
多
数
の
参
加

者
）
イ
ベ
ン
ト
は
テ
ロ
リ
ス

ト
等
か
ら
の
攻
撃
対
象
に
な

り
や
す
く
、
そ
の
危
機
管
理

が
重
要
に
な
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
緊
急

時
総
合
調
整
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
統
合
指
揮
体
制
の
下
で

行
わ
れ
た
シ
カ
ゴ
マ
ラ
ソ
ン

で
の
事
例
を
基
に
、
統
合
指

揮
の
必
要
性
、
そ
の
実
現
方

法
、
公
共
の
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
、
６
大
大
会
運
営
学

会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
紹

介
し
な
が
ら
具
体
的
に
解
説

し
た
。

加
え
て
、
全
て
の
災
害
に

お
い
て
、問
題
と
な
る
の
は
、

現
場
で
の
情
報
共
有
不
足
で

あ
る
と
説
明
。
そ
の
解
消
の

た
め
に
は
、情
報
共
有
方
法
、

伝
達
方
法
、
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
方
法
等
、
常
に
正
し
い

情
報
共
有
に
向
け
た
調
整
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
し
て
、

「
司
令
室
を
設
置
し
、

をテーマに

日本医師会　災害医療シンポジウム

「2020東京オリンピック・
                    パラリンピックに向けて」

世
界
医
師
会
（
以
下
Ｗ
Ｍ

Ａ
）
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
理

事
会
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
い

て
４
月
28
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
、
37
医
師
会

及
び
赤
十
字
国
際
委
員
会
等

約
１
４
０
名
が
参
加
し
た
。

日
医
か
ら
は
、
松
原
謙
二

副
会
長
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
）
、

石
井
正
三
常
任
理
事
（
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
及
び
財
務
担
当
役

員
）
、
畔
柳
達
雄
参
与
（
Ｗ

Ｍ
Ａ
医
の
倫
理
委
員
会
、
社

会
医
学
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
が
出
席
し
た
他
、
日
本

医

師

会Junior 
Doctors 

Network

か
ら
阿
部
計
大
医

師
、
三
島
千
明
医
師
が
参
加

し
た
。

理
事
会
で
は
、
冒
頭
、
オ

ト
マ
ー
・
ク
ロ
イ
バ
ー
Ｗ
Ｍ

Ａ
事
務
総
長

か
ら
、
横
倉

義

武

会

長

（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理

事
）
は
４
月

に
発
生
し
た

平
成
28
年
熊

本
地
震
に
お

い
て
、
日
医

会
長
と
し
て

被
災
地
医
療

支
援
の
陣
頭

指
揮
を
執
る

た
め
、
国
内

に
留
ま
る
こ

と
に
な
り
、

欠
席
と
な
る
旨
報
告
さ
れ

た
。ま

た
、
理
事
会
決
議
と
し

て
、
「
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案
」

「
難
民
と
移
民
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
決
議
案
」
が
採
択
さ
れ

た
。

理
事
会
で
の
審
議
結
果

（
１
）
緊
急
決
議
と
し
て
採

択
さ
れ
た
文
書

「
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」

（
イ
ギ
リ
ス
医
師
会
提
出
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス

感
染
を
地
球
規
模
の
健
康
に

対
す
る
緊
急
事
態
と
指
定
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
流
行
地

域
に
お
け
る
注
意
喚
起
、
蚊

駆
除
法
の
有
効
性
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
収
集
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
他

関
連
機
関
に
促
し
、
診
断
検

査
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
の
継
続
と
入
手

可
能
な
価
格
設
定
を
各
国
政

府
に
求
め
る
と
と
も
に
、
小

頭
症
と
の
因
果
関
係
に
関
す

る
研
究
内
容
を
公
開
す
べ
き

と
勧
告
す
る
内
容
。

「
難
民
と
移
民
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」
（
ト
ル

コ
医
師
会
提
出
）

多
く
の
難
民
が
、
戦
争
や

紛
争
地
帯
、
絶
望
的
な
暴
力
、

不
当
な
扱
い
、
虐
待
、
精
神

的
、
肉
体
的
に
非
常
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ら
れ
か
ね
な

い
状
況
か
ら
の
回
避
及
び
保

護
を
求
め
て
い
る
が
、
国
際

社
会
は
こ
れ
ま
で
に
医
療
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
を
含
め
、
難

民
の
危
機
に
取
り
組
む
準
備

が
で
き
て
い
な
い
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
は
、
１
９
９
８
年

の
オ
タ
ワ
総
会
で
採
択
さ
れ

た｢

難
民
の
医
療
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明｣

以
来
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
繰
り
返
し
主

張
し
て
き
た
。
こ
の
決
議
で

は
、
難
民
が
い
か
な
る
法
的

状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
適
切

な
医
療
と
安
全
な
住
環
境
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
政

府
、
地
方
自
治
体
に
促
し
て

い
る
。

（
２
）
医
の
倫
理
関
係

１
．
作
業
部
会
に
よ
り
継
続

審
議
さ
れ
る
文
書

〇
ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
バ
イ
オ
バ
ン
ク
に
お
け
る

倫
理
的
考
察
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
宣
言
案

〇
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言

２
．
個
々
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
文
書

〇
安
楽
死
及
び
医
師
に
よ

る
死
亡
幇
助
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
再
考
案

３
．
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
た

め
各
国
医
師
会
に
回
付
さ
れ

る
新
規
文
書

〇
出
生
前
の
男
女
産
み
分

け
に
お
け
る
医
師
の
関
与
に

関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
決
議
案

〇
医
学
教
育
に
お
け
る
品

質
保
証
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣

言
案

（
３
）
社
会
医
学
関
係

１
．
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
た

め
各
国
医
師
会
に
回
付
さ
れ

る
文
書

〈
継
続
文
書
〉

〇
未
成
年
者
の
人
身
売
買

及
び
不
法
な
養
子
縁
組
の
防

止
に
お
け
る
医
師
の
役
割
に

関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
武
力
衝
突
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
産
業
・
環
境
保
健
と
安

全
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
側
面

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
ボ
ク
シ
ン
グ
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
修
正
案

〇
化
石
燃
料
へ
の
負
の
投

資
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
子
ど
も
の
肥
満
に
関
す

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〈
新
規
文
書
〉

〇
医
療
そ
の

他
の
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
に
対
す

る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
医
療
用
大
麻
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

２
．
10
月
の
総
会
に
採
択
の

た
め
に
付
託
さ
れ
る
文
書

〇
高
齢
化
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
声
明
案

〇
Ｗ
Ｈ
Ｏ
タ
バ
コ
規
制
枠

組
条
約
の
実
施
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
決
議
修
正
案

〇
女
性
生
殖
器
切
除
の
非

難
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
修

正
案〇

囚
人
の
身
体
検
査
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

〇
国
際
医
療
選
択
科
目
に

お
け
る
倫
理
的
考
慮
事
項
に

関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案

（
４
）
財
務
企
画
関
係

１
．
今
後
の
開
催
日
程

２
０
１
６
年
総
会
10
月
台

北
（
台
湾
）

２
０
１
７
年
理
事
会
４
月

リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
（
ザ
ン
ビ

ア
）、
総
会
10
月
シ
カ
ゴ
（
米

国
）２

０
１
８
年
理
事
会
４
月

リ
ガ
（
ラ
ト
ビ
ア
）、
総
会

10
月
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
（
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
）

２
０
１
９
年
理
事
会
４
月

（
未
定
）、
総
会
10
月
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
（
ト
ル
コ
）

２
０
２
０
年
理
事
会
４
月

（
未
定
）、
総
会
10
月
ト
ビ
リ

シ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

２
．
Ｗ
Ｍ
Ａ
特
別
企
画
会
議

①
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
総
会
に
お
け

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
合
（
テ
ー
マ
：

健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
）

２
０
１
６
年
５
月
23
～
28

日
：
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス
イ
ス
）

②
世
界
獣
医
師
会
・
世
界
医

師
会
共
催〝One Health

〟
に

関
す
る
国
際
会
議

２
０
１
６
年
11
月
10
～
11

日
：
福
岡
県
北
九
州
市
（
日

本
）

 
「
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」　
　

                    

「
難
民
と
移
民
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」採
択

２
０
１
６
年
世
界
医
師
会（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

     
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
理
事
会
開
催
さ
れ
る

アルゼンチン医師会幹部〔ナタリオ・キャンター副会長（左端）、
ジョルジュ・コロネル会長（右2人目）、ジョルジュ・ジャネス理事（右端）〕と

←
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平成28年熊本地震に対する
  義援金を台湾医師会より
                        寄贈される

あ
ら
ゆ
る
リ
ソ
ー
ス

（
施
設
、
人
員
、
装
備
、
手
順
、

情
報
通
信
等
）
を
統
一
指
揮

系
統
の
下
で
効
率
的
に
運
用

す
る
こ
と
」
「
関
係
省
庁
、

医
療
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
間
企
業
等
、
関
係
す

る
全
て
の
組
織
が
、
大
会
を

安
全
に
行
う
と
い
う
同
一
目

標
の
下
、
協
力
し
て
取
り
組

む
こ
と
」
を
求
め
る
と
と
も

に
、
「
２
０
２
０
年
の
大
会

開
催
に
向
け
て
、
日
本
に
お

い
て
も
顔
の
見
え
る
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
っ
て
欲
し

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
３
名
の
演
者
が

講
演
を
行
っ
た
。

坂
本
哲
也
帝
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
長
／
同
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
日
本

のMass Gathering Medi-

cine

」
と
題
し
、
マ
ラ
ソ
ン

イ
ベ
ン
ト
や
花
火
大
会
等
で

は
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
基

に
、
あ
る
程
度
傷
病
者
は
予

測
可
能
で
、
そ
の
人
達
に
対

す
る
医
療
支
援
体
制
は
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
イ
ベ
ン

ト
関
連
事
故
（
火
災
、
崩
落
、

将
棋
倒
し
）
、
自
然
災
害
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
等
に
よ
る
「
予

測
不
可
能
な
傷
病
者
」
へ
の

災
害
医
療
体
制
は
現
状
で
は

不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
。

M
a
s
s
 
G
a
t
h
e
r
i
n
g 

Medicine

の
今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
組
織
に
救
急
・
災
害

医
療
対
策
チ
ー
ム
と
そ
の
責

任
者
を
公
式
に
組
み
入
れ
る

②
救
急
・
災
害
医
療
対
策
の

責
任
者
が
権
限
を
持
っ
て
イ

ベ
ン
ト
に
お
け
る
医
療
を
監

督
す
る
③
救
急
事
故
や
テ
ロ

を
想
定
し
た
災
害
医
療
に
対

す
る
訓
練
を
重
ね
、
そ
の
結

果
を
検
証
す
る

─
等
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
現
場
医
療

ス
タ
ッ
フ
、
搬
送
体
制
、
受

け
入
れ
病
院
の
準
備
等
に
つ

い
て
、
災
害
医
療
の
視
点
で

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
と

し
た
。

山
口
芳
裕
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

運
営
協
議
会
長
／
杏
林
大
学

医
学
部
救
急
医
学
主
任
教

授
・
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
長
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
近

隣
医
療
機
関
へ
の
救
急
対
応

の
負
荷
に
つ
い
て
、
通
常
は

１
・
５
～
２
・
０
％
増
で
あ

る
が
、
２
０
２
０
年
８
月
の

東
京
開
催
で
は
、
高
温
多
湿

等
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の

リ
ス
ク
は
３
・
０
％
程
ま
で

高
く
な
る
と
予
想
。

ま
た
、
外
国
人
患
者
受
け

入
れ
の
課
題
と
し
て
は
、「
多

言
語
へ
の
対
応
」
「
治
療
費

の
不
払
い
」
等
を
挙
げ
、
安

全
か
つ
安
心
に
開
催
す
る
た

め
に
も
、
医
療
を
開
催
準
備

の
枠
組
み
の
中
に
早
期
か
ら

位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ

と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
準

備
す
る
医
療
は
、
テ
ロ
等
の

重
大
事
案
へ
の
対
応
も
考
慮

に
入
れ
、Mass Gathering

対
応
だ
け
で
な
く
、
法
執
行

機
関
と
も
密
接
に
連
携
し
た

も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。

鈴
木
康
裕
厚
生
労
働
省
大

臣
官
房
技
術
総
括
審
議
官

は
、
「
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
お
け
る
健
康
危
機
管

理
」
と
題
し
て
、
大
会
開
催

月
の
気
温
と
湿
度
を
一
番
の

懸
念
事
項
に
挙
げ
、
本
大
会

の
開
催
に
は
熱
中
症
対
策
が

必
須
で
あ
り
、
競
技
会
場
等

の
暑
さ
対
策
、
発
信
す
べ
き

関
連
情
報
の
内
容
や
提
供
手

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

日
本
医
師
会
・
九
州
各
県
医

師
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
が

５
月
10
日
、
日
医
会
館
で
行

わ
れ
た
。
当
日
は
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
九

州
各
県
医
師
会
の
役
職
員
が

参
加
し
た
他
、
日
医
か
ら
は

横
倉
義
武
会
長
を
始
め
、
多

く
の
常
勤
役
員
が
出
席
し

た
。

会
議
は
、
石
井
正
三

常
任
理
事
の
司
会
で
開

会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
し

た
横
倉
会
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
活
動
に
対

す
る
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た

上
で
、
「
今
後
の
支
援

活
動
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
べ
き
か
、
被
災

県
の
ご
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
協
議
し
た
い

と
考
え
、
会
議
を
開
催

さ
せ
て
頂
い
た
。
本
日

は
、
実
際
の
活
動
を
基

に
し
た
ご
意
見
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
願
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
被
災
県

医
師
会
の
福
田
稠
熊
本
県
医

師
会
長
、
近
藤
稔
大
分
県
医

師
会
長
並
び
に
蒔
本
恭
長
崎

県
医
師
会
長
（
九
州
医
師
会

連
合
会
災
害
対
策
本
部
長
）

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感

謝
の
意
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
、
石
井
常
任
理

事
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
状
況

等
を
説
明
。
更
に
、
熊
本
・

大
分
両
県
医
師
会
か
ら
は
現

状
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

熊
本
県
医
師
会
か
ら
は
、

（
１
）
医
療
機
関
の
被
害
状

況
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
医

療
機
関
の
７
～
８
割
は
通
常

の
体
制
に
戻
っ
て
い
る
こ
と

（
５
月
10
日
現
在
）、
（
２
）

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
益

城
町
に
は
約
４
０
０
０
名
、

南
阿
蘇
に
も
１
０
０
０
名
以

上
の
避
難
者
が
い
る
こ
と
な

ど
が
、
大
分
県
医
師
会
か
ら

は
、
熊
本
県
に
比
べ
て
被
害

は
少
な
か
っ
た
が
、
県
民
は

余
震
の
影
響
に
よ
り
不
安
を

感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る

こ
と

─
な
ど
の
説
明
が
あ

っ
た
。

ま
た
、今
後
に
つ
い
て
は
、

①
家
に
帰
る
こ
と
に
恐
怖
を

感
じ
て
い
る
人
も
多
く
、
避

難
者
の
数
が
な
か
な
か
減
ら

な
い
②
今
後
は
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
や
心
の
ケ
ア
が
大

事
に
な
る
こ
と
か
ら
、
保
健

所
の
機
能
を
い
か
に
高
め
て

い
く
か

─
等
の
課
題
が
挙

げ
ら
れ
た
。

更
に
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

つ
い
て
は
、
熊
本
県
医
師
会

よ
り
、
現
在
活
動
し
て
い
る

日
赤
な
ど
の
チ
ー
ム
が
撤
退

し
た
際
の
懸
念
が
示
さ
れ
、

当
面
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
体

制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
医
療
機
関
の
復

旧
に
関
す
る
官
民
格
差
の
是

正
、
上
下
水
道
の
整
備
を
政

府
に
進
言
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
て
は
、
横
倉
会
長
が
官
民

格
差
の
問
題
は
、
羽
生
田
俊

参
議
院
議
員
に
厚
生
労
働
委

員
会
で
、
そ
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど

を
説
明
。
そ
の
上
で
、
同
会

長
は
、
「
被
災
者
健
康
支
援

連
絡
協
議
会
を
通
し
て
今
後

も
政
府
に
要
望
し
て
い
く
の

で
、
具
体
的
な
要
望
事
項
を

教
え
て
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

日
医
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

適
宜
テ
レ
ビ
会
議
を
開
催

し
、
被
災
地
の
現
状
を
把
握

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

        

日
本
医
師
会
・
九
州
各
県
医
師
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
体
制
維
持
の
必
要
性
を
確
認

横
倉
義
武
会
長
は
５
月
20

日
、
松
原
謙
二
副
会
長
同
席

の
下
、
日
医
会
館
で
蔡
明
忠

台
湾
医
師
会
秘
書
長
の
訪
問

を
受
け
、
平
成
28
年
熊
本
地

震
へ
の
義
援
金
（
２
０
３
３

万
円
）
を
寄
贈
さ
れ
た
。

そ
の
席
上
、
横
倉
会
長
は
、

蘇
清
泉
台
湾
医
師

会
長
、
呉
運
東
台

湾
医
師
会
顧
問
と

テ
レ
ビ
電
話
に
よ

り
対
談
。
蘇
台
湾

医
師
会
長
は
、「
台

湾
医
師
会
を
代
表

し
て
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
。
昨

年
６
月
に
台
湾
で

起
き
た
粉ふ

ん
じ
ん塵

爆
発

事
故
に
よ
る
多
数

の
熱
傷
患
者
の
治
療
に
際

し
、
多
大
な
支
援
を
頂
い
た

こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
っ
て
お
り
、
今
回
の
熊

本
地
震
に
対
し
て
何
か
お
手

伝
い
で
き
な
い
か
と
考
え
、

台
湾
医
師
会
で
義
援
金
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
銀
行

や
地
元
の
医
師
会
な
ど
多
く

の
方
か
ら
善
意
を
頂
い
た
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
昨
年

７
月
の
ｉ
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
協
定
の

締
結
を
契
機
と
し
て
、
お
互

い
の
関
係
が
更
に
発
展
す
る

よ
う
に
期
待
し
て
い
る
と
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
横
倉
会

長
は
、
熊
本
地
震
の
復
興
状

況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

「
頂
い
た
義
援
金
は
、
速
や

か
に
熊
本
県
医
師
会
に
送
り

復
興
に
役
立
て
た
い
。
熊
本

県
民
に
代
わ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

な
お
、
横
倉
会
長
か
ら
蔡

秘
書
長
に
、
今
回
の
義
援
金

に
対
す
る
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

段
等
を
検
討
中
で
あ
る
と
し

た
他
、
多
言
語
に
よ
る
情
報

提
供
を
順
次
開
始
予
定
で
あ

る
こ
と
や
、
「
食
中
毒
対
策
」

「
医
療
機
関
に
お
け
る
外
国

人
患
者
受
け
入
れ
」
等
へ
の

取
り
組
み
を
紹
介
。

そ
の
上
で
、
緊
急
事
態
へ

の
危
機
管
理
体
制
を
周
到
に

準
備
し
た
と
し
て
も
想
定
外

の
こ
と
は
必
ず
起
こ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
平

時
の
ル
ー
ル
に
捉
わ
れ
ず
何

が
で
き
る
か
が
重
要
に
な
る

と
し
て
、「
各
自
治
体
に
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
で
の
事
例
等
を
基

に
、
自
治
体
間
で
知
見
を
共

有
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し

た
。そ

の
後
は
、
司
会
の
石
井

常
任
理
事
が
、
日
医
総
研
で

翻
訳
を
進
め
て
い
た
『
国
際

マ
ラ
ソ
ン
医
学
協
会
医
療
救

護
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）』

が
完
成
し
た
こ
と
を
報
告
。

引
き
続
き
、
４
名
の
講
師
と

参
加
者
と
の
間
で
活
発
な
討

議
が
な
さ
れ
、
最
後
に
、
猪

口
正
孝
東
京
都
医
師
会
副
会

長
が
総
括
し
、
閉
会
と
な
っ

た
。

横倉会長から感謝状を受け取る蔡台湾医師会秘書長（左端）
モニター画面（左から台湾医師会の呉顧問、蘇会長）

→
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

◎
旭
日
大
綬
章

自
見
庄
三
郎（
福
岡
県
・
元
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
元
郵

政
大
臣
、
元
参
議
院
議
員
、

元
衆
議
院
議
員
）

◎
旭
日
重
光
章

山
崎　

學（
日
本
精
神
科
病
院

協
会
長
）

◎
瑞
宝
中
綬
章

木
村
圭
志（
熊
本
県
・
元
国
立

療
養
所
壱
岐
病
院
長
）

濱
田
嘉
徳（
香
川
県
・
元
国
立

療
養
所
香
川
小
児
病
院
長
）

古
川
良
弥（
福
島
県
・
元
国
立

療
養
所
福
島
病
院
長
）

前
川
嘉
洋（
熊
本
県
・
元
国
立

療
養
所
庵
美
和
光
園
長
）

武
者
廣
隆（
千
葉
県
・
元
国
立

千
葉
病
院
長
）

大
河
原
章（
北
海
道
大
学
名
誉

教
授
）

小
椋　

力（
琉
球
大
学
名
誉
教

授
）

多
田　

功（
九
州
大
学
名
誉
教

授
）

上
好
昭
孝（
和
歌
山
県
・
元
大

阪
川
﨑
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
大
学
長
）

井
田
和
德（
朝
日
大
学
名
誉
教

授
）

◎
旭
日
小
綬
章

井
戸
俊
夫（
元
岡
山
県
医
師
会

長
）

手
束
昭
胤（
元
全
日
本
病
院
協

会
副
会
長
）

大
里
祐
一（
元
秋
田
県
議
会
議

員
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

遠
藤
五
郎（
元
岩
手
県
立
北
陽

病
院
長
）

菅
野
多
利
雄（
宮
城
県
・
元
緑

ヶ
丘
病
院
長
）

日
下
部
明（
山
形
県
・
元
米
沢

市
立
病
院
長
）

鈴
木
伸
典（
元
長
野
県
立
阿
南

病
院
長
）

中
川
幾
一
郎（
福
井
県
・
元
福

仁
会
病
院
長
）

藤
元
登
四
郎（
宮
崎
県
・
元
藤

元
病
院
長
）

帆
秋
孝
幸（
大
分
県
・
帆
秋
病

院
長
）

横
山
孝
一（
茨
城
県
・
元
県
西

総
合
病
院
長
）

吉
田
隆
實（
元
静
岡
県
立
こ
ど

も
病
院
長
）

谷
島
一
嘉（
日
本
大
学
名
誉
教

授
）

川
室　

優（
新
潟
県
・
川
室
記

念
病
院
長
）

原　

孝
子（
愛
知
県
・
元
名
古

屋
逓
信
病
院
長
）

鈴
木
淳
子（
元
東
京
逓
信
病
院

小
児
科
部
長
）

◎
旭
日
双
光
章

赤
坂　

正（
宮
城
県
・
元
桃
生

郡
医
師
会
長
）

石
井
博
基（
大
分
県
・
元
日
田

市
医
師
会
長
）

板
倉
和
資（
元
鳥
取
県
東
部
医

師
会
長
）

井
上　

晃（
元
島
根
県
医
師
会

理
事
）

上
田　

寬（
東
京
都
・
元
日
本

橋
医
師
会
長
）

浮
田
俊
彦（
元
石
川
県
医
師
会

副
会
長
）

遠
藤
德
雄（
元
福
島
県
医
師
会

理
事
）

大
石
正
晃（
静
岡
県
・
元
浜
松

市
医
師
会
長
）

加
藤
正
彦（
元
三
重
県
医
師
会

長
）

菊
池
英
彰（
元
兵
庫
県
医
師
会

理
事
）

金
城　

進（
沖
縄
県
・
元
中
部

地
区
医
師
会
長
）

小
林
貞
夫（
岩
手
県
・
元
久
慈

医
師
会
長
）

近
藤
正
樹（
元
神
奈
川
県
医
師

会
副
会
長
）

佐
々
木
正
博（
広
島
県
・
元
東

広
島
地
区
医
師
会
長
）

品
川
晃
一
郎（
長
崎
県
・
元
壱

岐
医
師
会
長
）

　
政
府
は
、
こ
の
た
び
、
平
成
28
年
春
の
褒
章
受
章
者
並
び
に
生

存
者
叙
勲
・
賜
杯
受
章
者
を
発
表
し
た
。

　
日
医
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。	

（
敬
称
略
）

澁
谷
貢
一（
元
高
知
県
医
師
会

常
任
理
事
）

杉
谷
正
東（
静
岡
県
・
元
沼
津

医
師
会
長
）

田
中
銑
一（
元
愛
媛
県
医
師
会

副
会
長
）

田

征
六（
山
口
県
・
元
吉
南

医
師
会
長
）

田
村
瑞
穗（
青
森
県
医
師
会
副

会
長
）

橋
本
啓
一（
元
埼
玉
県
医
師
会

副
会
長
）

服
部
吉
幸（
元
大
阪
市
東
住
吉

区
医
師
会
長
）

疋
田
博
之（
元
群
馬
県
医
師
会

副
会
長
）

古
川
和
秀（
山
形
県
・
元
米
沢

市
医
師
会
長
）

牧
原
良
行（
愛
知
県
・
元
豊
田

加
茂
医
師
会
副
会
長
）

丸
笹
雄
一
郎（
和
歌
山
県
・
元

西
牟
婁
郡
医
師
会
長
）

武
藤
康
正（
三
重
県
・
元
四
日

市
医
師
会
長
）

望
月　

昭（
広
島
県
・
元
佐
伯

地
区
医
師
会
長
）

柳
田

美
子（
宮
崎
県
・
元
都

城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
長
、

元
日
医
常
任
理
事
）

山
内
英
通（
元
岐
阜
市
医
師
会

長
）

深
谷
桂
一（
元
福
井
県
教
育
委

員
）

◎
瑞
宝
双
光
章

阿
部　

惇（
元
新
潟
県
立
中
央

病
院
長
）

早
川
直
和（
愛
知
県
・
元
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
東

平
成
28
年 

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

海
病
院
長
）

藤
本
敏
雄（
熊
本
県
・
元
坂
本

病
院
長
）

宮
澤
孝
彦（
愛
知
県
・
元
春
日

井
保
健
所
長
）

山
本　

明（
滋
賀
県
・
元
友
仁

山
崎
病
院
長
）

青
木
龍
夫（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

川
修
二（
新
潟
県
・
元
学
校

医
）

石
北
壽
子（
群
馬
県
・
学
校
医
）

石
田
玲
子（
広
島
県
・
元
学
校

医
）

伊
藤
智
章（
熊
本
県
・
学
校
医
）

上
田
哲
二（
福
岡
県
・
元
学
校

医
）

鬼
木
信
乃
夫（
福
岡
県
・
学
校

医
）

小
野

也（
佐
賀
県
・
学
校
医
）

金
田
八
重
子（
青
森
県
・
学
校

医
）

部
和
子
（
山
梨
県
・
学
校
医
）

國
吉　

勲（
沖
縄
県
・
学
校
医
）

坂
上
絢
一
郎（
青
森
県
・
元
学

校
医
、
元
青
森
県
医
師
会
常

任
理
事
）

末
吉
重
彦
（
福
岡
県
・
学
校
医
）

鈴
木
昭
久
（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

高
砂
子
祐
平（
岩
手
県
・
学
校

医
）

田
中
庸
介
（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

永
井
慶
子
（
長
野
県
・
元
学
校

医
）

早
川　

力（
岐
阜
県
・
学
校
医
）

古
川
乙
郎
（
岐
阜
県
・
元
学
校

医
）

星
島
克
彦
（
愛
媛
県
・
元
学
校

医
）

堀　

克
孝（
宮
城
県
・
学
校
医
）

堀
江　

勤（
福
井
県
・
元
学
校

医
）

前
田
裕
子（
和
歌
山
県
・
学
校

医
）

松
上
義
雄（
千
葉
県
・
学
校
医
）

眞
鍋
豊
彦（
愛
媛
県
・
元
学
校

医
）

水
原
良
昌（
香
川
県
・
学
校
医
）

渡
邉
昭
夫（
福
島
県
・
学
校
医
）

清
水　

昇（
北
海
道
警
嘱
託
医
）

小
泉
嘉
明（
岩
手
県
警
嘱
託
医
）

相
﨑
雄
二（
福
島
県
警
嘱
託
医
）

大
平
征
二（
茨
城
県
警
嘱
託
医
）

成
田
忠
雄（
群
馬
県
・
学
校
医
）

黒
澤
柾
美（
元
千
葉
県
警
嘱
託

医
）

野
垣
俊
幸（
富
山
県
・
学
校
医
）

野
田
喜
昭（
静
岡
県
・
学
校
医
）

丹
羽　

巽（
愛
知
県
・
学
校
医
）

花
田
十
衞
（
三
重
県
・
元
学
校

医
）

加
地
信
彦
（
愛
媛
県
警
嘱
託
医
）

押
渕
英
展
（
長
崎
県
警
嘱
託

医
・
元
北
松
浦
医
師
会
長
）

◆
藍
綬
褒
章

加
藤　

誠（
北
埼
玉
医
師
会
長
）

道
永
麻
里（
日
本
医
師
会
常
任

理
事
）

木
矢
克
造（
広
島
労
働
局
地
方

労
働
医
員
）

―
・
―

◆
お
願
い
◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
万
一
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広

報
・
情
報
課
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

　「心に残る医療」体験記コンクール並びに「生
いのち

命を見つめる」フォトコンテスト〔主催：
日医、読売新聞社、後援：厚生労働省（体験記コンクールのみ）、協賛：東京海上日
動火災保険株式会社、東京海上日動あんしん生命保険株式会社〕では、作品の募集
を開始しています（募集要項等の詳細は日医ホームページ参照）。
　フォトコンテストは医師も応募可能となっておりますので、ぜひ応募下さい。また、
体験記コンクールは医師は応募できませんが、患者さんやご家族にご周知願います。
　なお、日医ホームページでは両コンクールのチラシのダウンロードが可能となってお
りますので、待合室等に置いて頂くなど、作品募集に対するご協力をお願いいたします。

問い合わせ先：日医広報・情報課〔 03─3942─6483（直）〕

作品募集開始

第35回「心に残る医療」体験記コンクール
第18回「生

い の ち

命を見つめる」フォトコンテスト

応
募
締
切

 

２
０
１
6
年
10
月
12
日（
水
）必
着

応
募
締
切

 

２
０
１
6
年
11
月
11
日（
金
）必
着
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

長野県
長野医報
第635号より

駆
け
出
し
の
ロ
ー
デ
ィ
ー
、 

目
指
せ
ヒ
ル
ク
ラ
イ
マ
ー

岸
本
　
浩
史

動
い
て
い
な
け
れ
ば
倒
れ

て
し
ま
う
よ
う
で
は
不
完
全

な
乗
り
物
だ
、
と
車
好
き
の

先
輩
に
言
わ
れ
た
。
そ
う
か

も
知
れ
な
い
が
、
私
は
二
輪

車
が
好
き
だ
。
学
生
時
代
は

い
わ
ゆ
る
バ
イ
ク
好
き
で

Kawasaki 
Z400GP

に
サ
ン

セ
イ
レ
ー
シ
ン
グ
の
集
合
マ

フ
ラ
ー
を
付
け
て
、
週
末
に

は
峠
へ
、
ツ
ー
リ
ン
グ
へ
繰

り
出
し
た
。

外
科
医
に
な
っ
て
、
睡
眠

も
ま
ま
な
ら
な
い
修
行
時
代
。

や
が
て
家
庭
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
気
が
付
く
と
す
っ
か

り
中
年
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
50
歳
に
な
っ
た
ら
、
も

う
年
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
く
な
る

気
が
し
て
、
46
歳
に
し
て
ロ

ー
ド
バ
イ
ク
（
昔
、
ロ
ー
ド

レ
ー
サ
ー
と
も
呼
ば
れ
た
自

転
車
）
を
初
め
て
手
に
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
も
フ
レ

ー
ム
素
材
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
や
っ
ぱ
り
細
い
真
っ
す

ぐ
な
パ
イ
プ
で
組
ま
れ
た
ク

ロ
モ
リ
ロ
ー
ド
が
美
し
い
と

思
う
。
１
台
目
は
ビ
ア
ン
キ

の
ク
ロ
モ
リ
ロ
ー
ド
に
決
め
た
。

ど
こ
ま
で
も
遠
く
へ
軽
快

に
走
り
続
け
ら
れ
る
、
と
思

っ
て
い
た
が
松
本
は
信
州
の

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ど
こ

へ
行
く
に
も
峠
を
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
坂
が
上
れ
な

け
れ
ば
軽
快
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
は
楽
し
め
な
い
。
美
鈴
湖

ま
で
上
る
「
林
道
湯
の
原
線
」

が
マ
イ
坂
と
な
り
、
週
末
の

早
朝
に
は
何
度
も
通
っ
て
練

習
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
手
に
し

て
９
カ
月
目
に
松
本
か
ら
白

馬
ま
で
往
復
１
６
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
走
る
イ
ベ
ン
ト
を

完
走
し
、
大
勢
の
人
と
同
じ

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
楽
し
さ
に

目
覚
め
た
。
そ
の
頃
に
は
美

鈴
湖
か
ら
美
ヶ
原
ま
で
上
る

こ
と
が
練
習
の
中
心
と
な

り
、
気
が
付
く
と
上
り
坂
が

好
き
に
な
っ
て
い
た
。
坂
バ

カ
の
芽
生
え
で
あ
る
。

そ
し
て
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を

始
め
て
１
年
目
に
マ
ウ
ン
テ

ン
サ
イ
ク
リ
ン
グin

乗
鞍
を

無
事
完
走
し
た
。
４
５
０
０

人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
乗
鞍

の
頂
上
を
目
指
し
、
そ
の
中

に
自
分
が
い
る
、
抜
い
た
り

抜
か
れ
た
り
し
な
が
ら
。
ゴ

ー
ル
で
き
た
喜
び
は
ひ
と
し

お
だ
っ
た
。

こ
こ
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は

美
し
い
乗
り
物
か
ら
、
坂
を

駆
け
上
が
る
ツ
ー
ル
と
な
っ

た
。
レ
ー
ス
を
意
識
し
た
機

材
と
な
れ
ば
素
材
は
カ
ー
ボ

ン
に
な
る
。
お
値
段
は
上
を

見
れ
ば
き
り
が
な
く
、
家
庭

人
と
し
て
許
容
で
き
る
範
囲

で
２
台
目
と
し
て
選
ん
だ
フ

レ
ー
ム
がLook586

だ
っ
た
。

ト
ッ
プ
チ
ュ
ー
ブ
が
細
め
で

ク
ロ
モ
リ
好
き
で
も
違
和
感

が
な
く
格
好
良
い
。
翌
シ
ー

ズ
ン
の
蔵
王
、
栂
池
、
美
ヶ

原
、
乗
鞍
な
ど
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
大
会
（
自
転
車
で
山
を
上

る
大
会
）
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

冬
は
ロ
ー
ラ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
汗
を
流
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
２
年
目
の

シ
ー
ズ
ン
。
時
間
を
見
つ
け

て
山
へ
向
か
っ
た
。
家
か
ら

10
分
で
湯
の
原
線
入
り
口
、

す
ぐ
に
山
の
香
り
に
包
ま
れ

る
。
胸
い
っ
ぱ
い
に
美
ヶ
原

の
空
気
を
吸
い
、
鳥
の
声
を

聞
き
な
が
ら
黙
々
と
ペ
ダ
ル

を
回
し
続
け
る
。
と
、
あ
る

瞬
間
、Look

の
存
在
感
が
な

く
な
り
、
体
の
一
部
に
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
体
だ
け
で
信
州
の
山
に

飛
び
込
ん
で
い
る
感
覚
、
至

福
の
時
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
記
録
が
良
く
な

り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
歳
に

な
っ
て
成
長
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
純
粋
に
う

れ
し
く
、
仲
間
や
大
会
で
出

会
う
人
と
の
交
流
も
最
高
。

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
自
分
に
ピ

ッ
タ
リ
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思

っ
て
い
た
。

更
に
上
を
目
指
し
た
３
年

目
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
春
先
に

思
い
も
寄
ら
な
い
不
調
が
見

つ
か
り
、
心
底
残
念
だ
が
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
は
当
面
見

合
わ
せ
る
こ
と
に
決
め
た
。

早
く
も
坂
バ
カ
引
退
か
。
と

は
言
え
、
仲
間
と
の
ロ
ン
グ

ラ
イ
ド
を
楽
し
み
つ
つ
、
い

つ
の
日
か
、
人
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
自
信
が
つ
い
た
ら
大

会
復
帰
を
目
論
ん
で
い
る
。

か
つ
てZ400GP

は
顔
が
写

る
ほ
ど
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て

写
真
を
撮
っ
た
り
眺
め
た

り
。
走
る
こ
と
は
も
と
よ
り

マ
シ
ン
と
し
て
の
外
観
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
記
憶
が
あ
る
。

一
方Look

で
あ
る
。
大
会
前

に
は
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
、
走
っ
た
後
に
は
汚
れ

を
落
と
し
て
キ
ズ
の
有
無
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ス
マ
ー
ト

で
格
好
良
い
乗
り
物
だ
と
思

う
が
、
磨
い
て
写
真
を
撮
ろ

う
と
は
思
わ
な
い
。
歳
く
っ

た
か
ら
か
、
や
っ
ぱ
り
ス
ポ

ー
ツ
だ
か
ら
な
の
か
。
一
体

と
な
っ
て
走
っ
た
情
景
が
、

そ
の
時
包
ま
れ
た
空
気
が
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
出
会
い

が
、
私
を
惹
き
つ
け
て
や
ま

な
い
。 

（
一
部
省
略
）

わ
が
家
に
は
６
歳
と
２
歳

の
女
の
子
が
お
り
、
次
女
が

ウ
エ
ス
ト
症
候
群
持
ち
の
ダ

ウ
ン
症
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

障
害
児
で
す
。
障
害
児
育
児

と
聞
く
と
大
変
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
実
際
は
意
外
と
普
通

で
す
（
あ
く
ま
で
わ
が
家
の

今
の
と
こ
ろ
で
す
が
）
。
自

分
自
身
、
当
初
は
果
た
し
て

う
ま
く
育
て
ら
れ
る
ん
だ
ろ

う
か
と
ビ
ビ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
む
し
ろ
、
背
中
に
ス
イ

ッ
チ
が
あ
っ
て
布
団
に
置
け

な
か
っ
た
り
、
３
カ
月
で
人

見
知
り
し
始
め
た
長
女
よ
り

よ
っ
ぽ
ど
ラ
ク
で
す
。

ダ
ウ
ン
症
の
次
女
は
そ
も

そ
も
ゆ
っ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス

に
成
長
発
達
す
る
の
で
す

が
、
加
え
て
ウ
エ
ス
ト
症
候

群
を
合
併
し
た
た
め
ゆ
っ
く

り
度
が
更
に
増
し
て
い
て
、

突
然
何
か
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
は
本
当
に
驚
き
ま

す
。
長
女
も
一
緒
に
大
喜
び

し
て
、
「
い
っ
ぱ
い
練
習
す

れ
ば
何
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
！

」
と
い
う
名
言
ま

で
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
し
、
一
つ
一
つ
を
ク
リ
ア

す
る
の
に
や
た
ら
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
彼
女
な
り
に

何
か
を
感
じ
て
学
習
し
て
い

る
姿
は
な
ん
と
も
健
気
で
す
。

普
通
な
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
赤
ち
ゃ
ん
終
了
に
な
る
と

こ
ろ
を
、
カ
ワ
イ
イ
盛
り
で

ず
ー
っ
と
キ
ー
プ
し
て
い
る

次
女
。
現
在
ま
だ
つ
た
い
歩

き
が
で
き
る
程
度
の
彼
女
は

体
も
小
さ
い
た
め
、
病
院
の

待
合
な
ど
で
「
何
カ
月
？
」

と
か
「
１
歳
く
ら
い
？
」
な

ん
て
聞
か
れ
る
こ
と
が
時
々

あ
り
ま
す
。
以
前
は
、
本
当
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障
害
児
育
児　

徒
然
日
記

髙
橋
　
麻
子

の
こ
と
を
答
え
た
ら
相
手
が

困
る
か
な
な
ど
と
考
え
サ
バ

読
み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
も
う
面
倒
に
な

っ
て
正
直
に
答
え
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
反
応
を
さ
れ
る

か
と
言
い
ま
す
と
、案
外「
あ

ら
？　

そ
う
な
の
？
」
で
簡

単
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
実
際
、
こ
れ
が
ベ
ス
ト

な
対
応
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

一
度
「
え
!?
」
と
び
っ
く

り
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
想

定
内
と
は
言
え
、
や
っ
ぱ
り

少
し
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

周
り
に
障
害
者
が
い
な
い
と

な
か
な
か
考
え
が
及
ば
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
、
そ
こ
そ
こ
大
き
い
の
に

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る

子
が
い
た
ら
、
そ
れ
を
親
の

過
保
護
だ
と
決
め
つ
け
る
前

に
、
も
し
か
し
た
ら
歩
け
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
、
医
学

的
に
何
か
問
題
が
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
と
少
し
想
像

力
を
は
た
ら
か
せ
る
と
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
で
障
害
児
の
子
育
て

は
普
通
、と
書
き
ま
し
た
が
、

通
院
や
入
院
の
多
さ
は
さ
す

が
に
長
女
の
時
と
は
段
違
い

で
す
。
生
後
１
カ
月
の
時
か

ら
ず
っ
と
何
か
し
ら
内
服
も

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
入
院

し
な
く
な
っ
た
し
、
て
ん
か

ん
発
作
も
な
い
し
、
状
況
と

し
て
は
一
時
期
よ
り
だ
い
ぶ

落
ち
着
い
た
の
で
す
が
、
リ

ハ
ビ
リ
を
含
め
月
２
～
４
回

の
定
期
受
診
は
安
定
し
て
継

続
中
で
す
。
受
診
に
は
い
ち

い
ち
時
間
が
掛
か
る
の
で
い

つ
も
半
日
仕
事
で
、
私
の
フ

ル
タ
イ
ム
の
仕
事
復
帰
は
ま

だ
見
送
り
中
と
い
う
現
状
で

す
。朝

起
き
た
瞬
間
か
ら
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
て
い
つ
も
笑
顔

の
次
女
は
、
保
育
園
で
も
先

生
や
お
友
だ
ち
か
ら
可
愛
が

ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
園
に

迎
え
に
行
く
と
、
お
友
だ
ち

か
ら
供
え
ら
れ
た
オ
モ
チ
ャ

に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
彼
女
の
醸か

も

し
出
す

な
ん
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気

は
、
癒
し
効
果
絶
大
！
　

長

女
と
け
ん
か
し
て
イ
ラ
イ
ラ

し
て
も
、
ニ
コ
ニ
コ
無
邪
気

な
次
女
を
抱
っ
こ
す
れ
ば
自

然
と
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
り

ま
す
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と

不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
可

愛
い
笑
顔
が
ず
っ
と
続
く
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
一
部
省
略
）

今
日
は
も
う
終
わ
り
か

な
。
夜
間
の
診
療
時
間
を
10

分
残
し
、
気
分
は
帰
宅
モ
ー

ド
。
そ
ん
な
中
「
先
生
、
倒

れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
」
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
響
き
渡
る
声
。

行
っ
て
み
る
と
、
誰
も
い
な

い
待
合
室
の
床
に
仰
向
け
に

知
ら
な
い
男
の
人
が
倒
れ
て

い
て
、
看
護
師
が
声
を
掛
け

て
い
た
。

泡
を
吹
い
て
い
て
、
脈
が

…
…
心
肺
停
止
！
　

心
マ
し

な
が
ら
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
！

」。
今

ま
で
装
置
は
置
い
て
い
た
け

れ
ど
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、説
明
書
き
を
…
…
。

気
が
動
転
し
て
い
て
、
こ
れ

が
読
め
な
い
の
で
あ
る
。
と

に
か
く
胸
を
開
け
て
、
シ
ー

ル
を
貼
る
と
、
は
っ
き
り
し

た
女
性
の
声
で
指
示
が
出

た
。「
計
測
中
で
す
」。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、消
防
車
の
サ
イ
レ
ン（
火

事
じ
ゃ
な
い
よ
、急
病
だ
よ
。

電
話
間
違
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
）。
体
か
ら
離
れ
て
、
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
て
、
「
ズ
キ

ン
」。
何
と
脈
が
触
れ
て
き

た
。
「
や
っ
た
！

」。
救
急
隊

が
数
名
駆
け
つ
け
て
く
れ
、

心
マ
を
交
代
し
て
頂
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
救
急
車

宮崎県
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や
っ
ぱ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
賢
い

日
髙
　
明
義

の
音
い
つ
変
え
た
の
？　

フ

ェ
ー
ス
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら

聞
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
救
急

車
の
音
が
近
付
い
て
き
た
。

救
急
車
が
出
払
っ
て
い
る
時

は
、
消
防
車
も
出
動
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
助
か
っ
た
。

と
に
か
く
当
院
初
診
、
新
患

で
情
報
も
全
く
な
く
、
よ
く

ぞ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
置
い
て
い
た
。

そ
の
後
数
日
し
て
、
関
係
全

職
員
を
集
め
て
改
め
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
学
習
会
を
開
催
し
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

１
カ
月
も
経
た
ず
「
元
気

に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
に
来
ら
れ
た
が
、
お
互
い

初
対
面
？
と
は
思
え
な
い
雰

囲
気
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
救
急
隊
の
対
応
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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日
医
の
広
報
活
動
で
は
、

国
民
に
広
く
認
知
し
て
頂
く

た
め
の
番
組
制
作
、
Ｃ
Ｍ
提

供
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
か
ん

せ
ん
Ｂ
Ｓ
放
映
分
で
は
数
字

が
取
れ
ず
、
更
に
短
期
で
の

放
映
終
了
と
も
な
る
と
忸じ

く

じ怩

た
る
思
い
に
か
ら
れ
る
。
地

上
波
に
比
べ
て
Ｂ
Ｓ
放
送
に

お
け
る
視
聴
者
の
接
触
率
が

低
い
た
め
致
し
方
な
い
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
Ｂ
Ｓ
放
送
に
は
、

地
上
波
で
取
り
上
げ
な
い
テ

ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
、
余

裕
の
あ
る
進
行
で
落
ち
着
い

て
見
ら
れ
る
番
組
が
多
い
。

世
界
の
街
歩
き
、

歴
史
遺
産
探
訪
な
ど

も
良
い
が
、
最
近
は

ま
っ
て
い
る
の
が
全

国
各
地
の
居
酒
屋
が
登
場
す

る
番
組
で
あ
る
。

店
の
紹
介
役
は
Ｙ
Ｒ
氏
や

Ｏ
Ｋ
氏
な
ど
の
大
御
所
か

ら
、
若
手
俳
優
や
居
酒
屋
達

人
と
呼
ば
れ
る
若
い
女
性
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
い
い
雰
囲

気
を
出
し
て
お
り
、
出
張
や

旅
行
先
の
店
選
び
で
参
考
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

老
舗
や
面
白
そ
う

な
店
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
を
目
的
に
旅

程
を
組
む
の
も
楽

し
い
。
も
ち
ろ
ん
高
級
鮨
店

や
割
烹
に
比
べ
て
家
計
に
や

さ
し
い
の
も
魅
力
で
あ
ろ

う
。居

酒
屋
と
い
う
言
葉
が
広

く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
高
倉
健
主
演
の
映

画
「
居
酒
屋
兆
治
」
や
五
木

ひ
ろ
し
と
木
の
実
ナ
ナ
の
デ

ュ
エ
ッ
ト
曲
「
居
酒
屋
」
な

ど
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、『
古

事
記
』
や
『
続
日
本
紀
』
に

も
登
場
し
て
い
る
ら
し
く
居

酒
屋
の
歴
史
は
古
い
と
言
わ

れ
る
。
酒
屋
が
そ
の
場
で
酒

を
飲
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
「
居
続
け
て
酒
を
飲

む
」
が
居
酒
屋
の
語
源
ら
し

い
が
、
そ
の
歴
史
な
ど
堅
苦

し
い
こ
と
を
考
え
る
の
は
悪

酔
い
の
元
？

	

（
パ
パ
ゲ
ー
ノ
）

Ｂ
Ｓ
放
送
の
楽
し
み

平
成
26
年
９
月
、
多
く
の

尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、
ま
た

負
傷
者
が
出
た
御
嶽
山
の
噴

火
災
害
は
、
山
岳
地
帯
に
お

け
る
救
護
活
動
の
困

難
さ
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。日

本
の
国
土
は
約

７
割
が
山
間
部
で
あ

り
、
岐
阜
県
は
面
積

の
約
８
割
を
山
岳
森

林
地
帯
が
占
め
て
い

る
。
中
で
も
北
部
の

飛
騨
地
方
は
日
本
ア

ル
プ
ス
の
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

が
連
な
り
、
更
に
、
白
山
、

焼
岳
、
ア
カ
ン
ダ
ナ
山
、
乗

鞍
岳
、
御
嶽
山
の
５
火
山
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
噴

火
災
害
の
他
、
地
滑
り
、
雪

崩
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
落

石
、
有
毒
ガ
ス
、
道
迷
い
な

ど
を
要
因
と
し
た
多
数
の
傷

病
者
が
発
生
す
る
事
故
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
中
高
年
層
を

中
心
と
し
て
登
山
や
野
外
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
世
代
が
増

え
、
山
岳
事
故
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
登
山

中
の
低
体
温
症
、
脱
水
症
、

転
倒
転
落
に
よ
る
負
傷
等
、

山
岳
地
特
有
の
医
療
知
識
や

情
報
は
不
足
し
、
応
急
手
当

の
遅
れ
か
ら
傷
病
程
度
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

山
岳
に
お
け
る
事
故
が
発

生
し
た
際
、
医
師
に
は
急
性

期
医
療
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
他
、

被
災
者
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
、

遺
体
検
案
等
、
幅
広
い
役
割

が
求
め
ら
れ
、
そ
の
使
命
は

山
岳
医
療
に
関
す
る
医
師
養
成
事
業
・  

山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
山
岳
医
療
救
護
チ
ー
ム
） 

の
発
足
に
つ
い
て

―
岐
阜
県
医
師
会
―

重
大
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏

ま
え
、
岐
阜
県
医
師
会
で
は
、

山
岳
医
療
、
救
急
医
療
、
登

山
家
等
の
専
門
家
を
講
師
と

し
た
研
修
会
や
実
技
訓
練
を

通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
身
体
的
心
理
的
被
害
が

軽
減
で
き
る
よ
う
、
心
肺
停

止
を
含
め
た
山
岳
医
療
を
担

え
る
医
師
の
養
成
及
び
山
岳

事
故
防
止
の
啓
発
を
目
的
と

し
て
、
「
山
岳
医
療
に
関
す

る
医
師
養
成
事
業
」
を
開
始

し
た
。

２
月
27
日
（
土
）
に
岐
阜

県
医
師
会
館
で
開
催
し
た

「
山
岳
医
療
に
関
す
る
医
師

養
成
事
業
・
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
山
岳
医
療
救
護
チ
ー
ム
）

発
足
式
」
で
は
、
小
林
博
岐

阜
県
医
師
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
堀
部
廉
岐
阜
県
医
師
会

常
務
理
事
の
事
業
説
明
後

に
、
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
旗
が

大
橋
宏
重
隊
長
（
朝
日
大
学

歯
学
部
附
属
村
上
記
念
病
院

長
）
に
授
与
さ
れ
た
。
石
井

正
三
日
本
医
師
会
常
任
理

事
、
石
原
佳
洋
岐
阜
県
健
康

福
祉
部
長
の
来
賓
祝
辞
で

は
、
課
題
を
い
ち
早
く
取
り

上
げ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
本

事
業
の
意
義
が
強
調
さ
れ
た
。

発
足
式
後
は
、
医
師
の
他
、

警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
等
か

ら
約
１
４
０
名
の
参
加
を
得

て
、
「
第
１
回
山
岳
医
療
に

関
す
る
医
師
養
成
研
修
会
」

を
開
催
し
、
御
嶽
山
が
噴
火

し
た
際
、
現
場
で
救
護
活
動

に
携
わ
っ
た
医
師
や
警
察
官

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
会
場

か
ら
は
情
報
収
集
の
重
要
性

等
が
提
言
さ
れ
る
等
、
山
岳

医
療
に
取
り
組
む
強
い
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
る
船
出
と

な
っ
た
。

な
お
、
本
事
業
を
進
め
る

に
当
た
り
、「
山
岳
医
療
に
関

す
る
医
師
養
成
協
議
会
設
置

要
綱
」
を
定
め
、
２
月
11
日

（
木
・
祝
）
に
岐
阜
県
医
師

会
館
で
開
催
し
た
「
第
１
回

山
岳
医
療
に
関
す
る
医
師
養

成
協
議
会
・
役
員
会
議
」
に

お
い
て
、
次
の
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

１	　

山
岳
医
療
に
関
す
る
研

修
会
の
開
催

２	　

山
岳
事
故
防
止
及
び
山

岳
地
特
有
の
傷
病
に
つ
い

て
の
啓
発

３	　

山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
山
岳

医
療
救
護
チ
ー
ム
）
集
結

場
所
、
医
療
救
護
本
部
及

び
応
急
救
護
所
設
置
場
所

等
の
調
査

４	　

山
岳
事
故
で
使
用
す
る

資
機
材
の
整
備
、
取
り
扱

い
訓
練
の
実
施

５	　

山
岳
地
で
の
総
合
訓
練

の
実
施
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日本医師会定款第19条及び第20条第2項の規定に基づき、
来る6月25日（土曜）午前9時30分より東京都文京区本駒込
2丁目28番16号日本医師会館において、第137回日本医師会
定例代議員会を開催いたしますが、その際、定款第33条、
第34条及び第54条の規定により、本会会長、副会長、常任
理事、理事、監事及び裁定委員の選任・選定を行います（い
ずれも任期は、定款第32条第1項及び第55条第1項並びに同
施行細則第40条の規定により、平成28年6月25日より平成
29年度に関する定例代議員会終結の時までとなります）。
つきましては、日本医師会会員の中で上記役員等に立候
補しようとする者は、定款施行細則第18条、第20条、第22
条及び第50条の規定に基づき、別紙様式により選任期日の
10日前、即ち公示日より6月15日（水曜）午後5時までの間に、
本委員会宛に届け出るようお願い申し上げます。

記

1.		立候補しようとする者は、立候補者の氏名、立候補しよ
うとする役職、立候補者の住所、所属都道府県医師会名
及び推薦人（10名以上50名以内）を記載した立候補届出
書（様式1）並びに候補者経歴表（様式2）を提出して下
さい。
2.		定款施行細則第24条の規定に基づき、候補者は、氏名、
経歴、所信、写真を本会ホームページに掲載するよう申
し出ることができます。掲載を希望する候補者は、指定
用紙（A4判一枚）をもって、定款施行細則第18条の規定
にある期間内に本委員会宛に申請して下さい。申請され
た掲載文及び写真は、そのままPDFファイル化し、本会
ホームページに掲載いたします。なお、定款施行細則第
25条の規定により、掲載文のなかで他人の名誉を傷つけ、
善良な風俗を害し、その他品位を損なう文言を記載する
ことは厳に禁じられています。また、本申し出がない場
合でも、候補者の氏名及び所属都道府県医師会名を本会
ホームページに掲載する場合がございますので、ご了承
下さい。

今回選任・選定する役員及び裁定委員の定数は、次のと
おりです。

	 会　　長	 定　数	 1名
	 副　会　長	 〃	 3名
	 常任理事	 〃	 10名
	 理　　事	 〃	 15名
	 監　　事	 〃	 3名
	 裁定委員	 〃	 11名

上記のうち裁定委員は、定款第56条の規定により、本会
の役員及び代議員（予備代議員を含む）並びに他の医師会
の役員及び裁定に関する委員を兼ねることはできません。

（参　考）

公益社団法人 日本医師会定款（抜粋）
第6章　役員等

（役員等の任期）
第32条　理事及び監事の任期は、選任後2年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定例代議員会の終
結の時までとする。
2	 	理事又は監事は、法令に定める定数に足りなくなるとき
は、任期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選
任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての
権利義務を有する。
3	 	会計監査人の任期は、選任後1年以内に終了する事業年
度のうち最終のものに関する定例代議員会の終結の時ま
でとする。ただし、その定例代議員会において別段の決
議がされなかったときは、再任されたものとみなす。
（役員等の選任）
第33条　理事及び監事は、本定款の定めるところにより、
本会会員の中から、代議員会の決議によって選任する。	
2	 	前項の規定に基づく理事の選任は、役職（会長、副会長、
常任理事及び理事）毎に分けて行う。
3	 	前項の選任は、得票数の多い順に、定款で定められた当
該役職毎の員数に達するまでの得票を得たことを条件と
する代議員会の決議をもって行う。
4	 	前2項の規定に基づく理事の選任において、当選人の数
が代議員会の決議要件を欠くために当該役職の員数に達
しないときは、当選人を除く候補者のうち、得票数の多
い順に、員数に不足する数に1名を加えた数の候補者を
もって、再度、前2項の規定に基づく理事の選任を行う。
なお、再度の候補者を定めるにあたり、得票数が最も少
ない候補者の得票数が同じであるときは、いずれも候補
者とする。
5	第1項の規定に基づく監事の選任は、前2項の規定に準じ
て行う。
6	 	会計監査人は、代議員会の決議によって選任する。
（会長、副会長及び常任理事の選定等）
第34条　会長、副会長及び常任理事は、本定款の定めると
ころにより、代議員会の決議によって選定及び解職する。
2	 	前項の規定に基づく会長、副会長及び常任理事の選定に
おいては、前条の規定に基づき選任された理事をもって
それぞれの候補者とする。

第9章　裁定委員会
（裁定委員の選任）
第54条　裁定委員は、本会会員の中から、代議員会におい
て選任する。
（裁定委員の任期）
第	55条　裁定委員の任期は、第32条第1項（役員等の任期）
の規定を準用する。

2	 	任期の満了又は辞任により退任した裁定委員は、後任者が
選任されるまでは、引き続きその職務を行うものとする。
（裁定委員の兼職禁止）
第	56条　裁定委員は、本会の役員及び代議員（予備代議員を
含む。）並びに他の医師会の役員及び裁定に関する委員を
兼ねることができない。

公益社団法人 日本医師会定款施行細則（抜粋）
第3章　役員の選任

（役員選任の細則）
第	15条　定款第33条第1項及び第35条の規定に基づく役員の
選任は、本章の定めるところによる。
（選任に関する必要事項の通知）
第	16条　選挙管理委員会は、役員の選任にあたっては、あら
かじめ、選任に関する必要な事項について、その要旨を都
道府県医師会長に通知しなければならない。
（選任期日の公示）
第	17条　選挙管理委員会は、役員の選任の期日を、その20日
前までに、公示（本会の機関誌へ掲載）しなければならない。
（立候補届出）
第	18条　役員の候補者となろうとする者は、会員10名以上50
名以内の推薦を受けて、その選任の期日の10日前までに、
文書で、その旨を選挙管理委員会に届け出なければならない。
2	 	前項の届出は、午前10時から午後5時までの間にしなけれ
ばならない。
（経歴表の添付）
第	20条　第18条の規定による立候補届出には、経歴表を添付
しなければならない。
（立候補届出書等の様式）
第	22条　立候補届出書、経歴表及び候補辞退届出書の様式は、
別紙で定める。
（ホームページへの掲載）
第	24条　候補者は、選挙管理委員会に対し、役員の選任にお
いて、候補者の氏名、経歴、所信、写真を、本会ホームペ
ージに掲載するよう申し出ることができる。
2	 	前項の場合、候補者は、選挙管理委員会が指定した用紙を
用いた掲載文及び写真を添えて、選挙管理委員会の指定す
る期日までに、文書で選挙管理委員会に申請しなければな
らない。
3	 	選挙管理委員会は、前項の申請があったときは、掲載文及
び写真を、本会ホームページに掲載する。
4	 	第1項の申し出がない場合であっても、選挙管理委員会は、
候補者の氏名及び所属都道府県医師会名を、本会ホームペ
ージに掲載することができる。
5	掲載の順序は、候補者一覧表の記載の順序による。
（品位保持）
第25条　候補者は、前条第2項の掲載文には、他人の名誉
を傷つけ、善良な風俗を害し、その他品位を損なう文言
を記載してはならない。
（役員の任期の起算）
第40条　役員の任期の起算は、その選任が行われた時から
とする。

第6章　裁定委員の選任
（裁定委員の選任）
第50条　定款第54条の規定に基づく裁定委員の選任につい
ては、役員の選任に関する規定を準用する。

日本医師会役員及び裁定委員の選任・選定に関する公示

公益社団法人 日本医師会 選挙管理委員会
（平成28年6月1日）

	 日　時　平成28年6月25日（土）午前9時30分
	 場　所　日本医師会館
	 　　　　東京都文京区本駒込2丁目28番16号
１．開　　会
１．会長挨拶
１．代議員会議長及び副議長の選定
１．報　　告
　　平成27年度日本医師会事業報告の件
１．議　　事
　　第１号議案　平成27年度日本医師会決算の件
　　第２号議案　日本医師会役員（会長、副会長、常任理事、理事、監事）及び裁定委員選任の件
　　第３号議案　日本医師会役員（会長、副会長、常任理事）選定の件
１．閉　　会

	 日　時　平成28年6月26日（日）午前9時30分
	 場　所　日本医師会館
	 　　　　東京都文京区本駒込2丁目28番16号

１．開　　会

１．会長挨拶

１．議　　事

　　第１号議案　		平成29年度日本医師会会費賦課徴
収の件

１．閉　　会

第137回日本医師会定例代議員会 次第 第138回日本医師会臨時代議員会 次第
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書
籍
紹
介

保
険
医
の
た
め
の

保
険
診
療
講
座

工
藤
弘
志　

著

も
う
困
ら
な
い
！　

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

で
の
女
性
の
診
か
た

井
上
真
智
子　

編

米
軍
医
が
見
た

占
領
下
京
都
の
６
０

０
日

二
至
村
菁　

著

増
口
は
随
時
可
能

国
民
年
金
基
金
の
１
カ
月

の
掛
金
額
の
上
限
は
６
万
８

０
０
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
限
度
額
ま
で
に
余
裕

の
あ
る
場
合
は
、
随
時
増
口

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

増
口
す
る
と
、
65
歳
か
ら

受
け
取
る
年
金
額
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
増
額
さ
れ
た

掛
金
分
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
額
も
増
え
る
こ
と
と

な
る
。

当
基
金
に
連
絡
頂
け
れ

ば
、
増
口
後
の
掛
金
額
及
び

年
金
額
を
案
内
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
ご
検
討
頂
き
た
い
。

な
お
、
６
月
分
か
ら
増
口

す
る
場
合
は
、
８
月
１
日
の

引
き
落
と
し
よ
り
、
増
口
後

の
掛
金
と
な
る
の
で
、
ご
注

意
願
い
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
た
は
、
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
頂

き
た
い
。

　日医では、第5回「日本医師会　赤ひげ大賞」の実施を決定し、この程、各
都道府県医師会長宛てに本賞への推薦依頼文書（5月16日付）を発送した。
　本賞は、地域の医療現場で長年にわたり、健康を中心に地域住民の生活を支
えている医師にスポットを当て、その活躍を顕彰することで、各地の医療環境整
備、医療活動の充実に寄与することを目的として創設したものである。
　受賞者の選定は、各都道府県医師会長の推薦の下に、本年10月に開催される
選考会で行い、平成29年2月に都内で表彰式を行う予定となっている。
　なお、受賞者は産経新聞並びにBSフジ等で紹介する予定。本賞の概要は、以
下のとおりで、第5回より「原則として、70歳未満の方を優先」の基準をなくした。
また、惜しくも「大賞」を受賞されなかった候補者にも、その功績を称え表彰状
を贈呈することとした。

◆主催：日医、産経新聞社
◆後援：厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ
◆特別協賛：ジャパンワクチン株式会社
◆対象者：日医会員あるいは都道府県医師会員で現役の医師。ただし、現職の
日医・都道府県医師会役員は除く。
◆推薦方法：各都道府県医師会長が推薦（原則1名以上2名以内）。
◆推薦基準：病を診るだけではなく、地域に根付き、その地域のかかりつけ医と
して、生命の誕生から看取りまで、さまざまな場面で住民の疾病予防や健康の
保持増進に努めている医師。
◆受賞者発表：産経新聞紙上
◆賞と賞金：賞状、記念品及び副賞100万円
◆問い合わせ先：日医広報・情報課〔 03─3942─6483（直）〕

本
書
は
、
近
畿
厚
生
局
の

指
導
医
療
官
と
し
て
指
導
・

監
査
す
る
側
を
経
験
し
た
医

師
が
、
真
面
目
に
診
療
を
し

て
い
る
の
に
、
単
に
「
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
う
だ
け
で

個
別
指
導
の
対
象
と
な
る
よ

う
な
ケ
ー
ス
を
少
し
で
も
減

ら
し
た
い
、
と
い
う
思
い
で

執
筆
し
た
一
冊
で
あ
る
。

保
険
診
療
の
仕
組
み
や
指

導
・
監
査
の
流
れ
に
つ
い
て

解
説
し
た
上
で
、
診
療
報
酬

項
目
別
に
約
３
０
０
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
、
正

し
い
保
険
診
療
の
実
践
に
す

ぐ
に
役
立
つ
テ
キ
ス
ト
と
な

っ
て
い
る
。

等
身
大
の
臨
床
医
の
目
線

で
保
険
診
療
や
指
導
・
監
査

超
高
齢
社
会
と
も
相
ま
っ

て
、
高
齢
者
診
療
の
書
籍
は

増
え
て
き
た
が
、
よ
り
機
会

の
多
い
は
ず
で
あ
る
女
性
診

療
に
つ
い
て
、
苦
手
だ
と
い

う
声
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
合
診
療
向
け
の
入
門

書
は
意
外
と
少
な
い
。

本
書
で
は
、
女
性
特
有
の

疾
患
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
現
場

で
は
何
を
考
え
、
何
を
や
る

べ
き
な
の
か
が
具
体
的
に
解

説
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な

く
、
鑑
別
診
断
や
緊
急
性
の

判
断
に
必
要
な
情
報
を
引
き

出
す
た
め
の
問
診
・
身
体
診

察
・
検
査
の
や
り
方
や
解
釈

が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。

扱
う
テ
ー
マ
は
、
腹
痛
や

更
年
期
障
害
、
妊
娠
中
の
患

者
な
ど
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

で
頻
度
の
高
い
も
の
で
あ
る

が
、
中
で
も
女
性
患
者
へ
の

本
書
は
、
１
９
４
７
年
か

ら
２
年
間
、
京
都
に
赴
任
し

た
ア
メ
リ
カ
人
の
軍
医
が
自

ら
撮
影
し
た
写
真
、
両
親
に

送
っ
た
61
通
の
手
紙
等
を
手

掛
か
り
と
し
て
、
日
本
で
の

軍
医
の
生
活
を
再
現
し
つ

つ
、
当
時
の
医
療
状
況
を
描

き
出
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。

34
の
挿
話
の
中
に
は
、
京

都
帝
国
大
学
医
学
部
か
ら
７

３
１
部
隊
に
徴
用
さ
れ
た
医

師
、
医
療
物
資
が
欠
乏
す
る

中
で
専
門
医
療
に
取
り
組
む

医
師
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を

強
制
隔
離
せ
ず
、
外
来
で
治

療
し
た
医
師
の
話
な
ど
が
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
。

当
時
の
医
療
の
状
況
を
知

る
上
で
も
大
変
貴
重
な
資
料

で
あ
り
、
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧

め
し
た
い
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
８
８
８
円（
税
込
）

発
行　

藤
原
書
店

03
─

５
２
７
２
─

０
３
０
１

実施要項決まる日本医師会第５回

の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
な
提
案
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
本
書
の
特
徴
で

あ
り
、
元
指
導
医
療
官
と
し

て
現
場
の
医
療
関
係
者
に
伝

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
コ

ラ
ム
に
も
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。

指
導
・
監
査
に
対
し
て
過

度
な
不
安
を
抱
く
こ
と
な

く
、
地
域
医
療
に
安
心
し
て

従
事
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
医

師
会
で
の
新
規
会
員
研
修
テ

キ
ス
ト
と
し
て
活
用
で
き
る

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
４
５
６
円
（
税
込
）

発
行　

日
本
医
事
新
報
社

03
─

３
２
９
２
─

１
５
５
５

平成28年熊本地震による
被災医療機関等に対する支援金募集

　日医では、4月14日に発生した平成28年熊本地震で被災した
医療機関及び地元医師会の支援を行うため、全国の医師会及び会
員の先生方に対して、緊急に支援金の募集を開始することといた
しました。ご協力のほど、お願いいたします。

１．支援金受付　銀行名：三井住友銀行　神田支店
	 口座番号：普通預金　3183079
	 口座名：日本医師会　熊本地震支援金
	 ※手数料は各自ご負担願います。

２．受付期間　平成28年4月20日～ 6月10日

認
知
症
の
緩
和
ケ
ア

診
断
時
か
ら
始
ま
る
患

者
と
家
族
の
支
援

武
田
雅
俊　

監
修

翻
訳
さ
れ
た
。

既
に
優
れ
た
認
知
症
の
ケ

ア
に
関
す
る
書
籍
は
た
く
さ

ん
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
本

書
は
認
知
症
の
人
の
希
望
を

中
心
に
一
貫
し
て
支
援
す
る

早
期
か
ら
終
末
期
ま
で
を
見

渡
す
緩
和
ケ
ア
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

て
お
り
、
大
変
役
立
つ
一
冊

と
言
え
る
。

定
価　

３
２
４
０
円（
税
込
）

発
行　

新
興
医
学
出
版
社

03
─

３
８
１
６
─

２
８
５
３

本
書
は
、
「
認
知
症
の
患

者
へ
の
身
体
症
状
の
ケ
ア
は

一
体
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
の
か
」
「
身
体
的
・
精
神

的
苦
痛
を
ど
の
よ
う
に
配
慮

し
、
将
来
の
見
通
し
を
立
て

た
ら
よ
い
の
か
」、
更
に
は
、

「
そ
の
内
容
を
ど
う
説
明
し

共
有
し
た
ら
よ
い
か
」
等
、

支
援
の
実
践
の
た
め
に
必
要

な
情
報
を
ぎ
っ
し
り
コ
ン
パ

ク
ト
サ
イ
ズ
に
詰
め
込
ん
だ

ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。

原
書
は
、
２
０
１
１
年
に

イ
ギ
リ
ス
の
精
神
医
学
、
老

年
医
学
、
高
齢
者
看
護
の
専

門
家
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
「
認
知
症
の

人
の
身
体
的
精
神
的
苦
痛
に

配
慮
し
た
医
療
介
護
を
考
え

た
い
」
「
少
し
で
も
希
望
を

く
み
取
れ
る
よ
う
な
支
援
を

考
え
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、

気
配
り
に
つ
い
て
の
記
述

は
、
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た

役
立
つ
部
分
だ
ろ
う
。

人
類
の
半
分
は
女
性
で
あ

る
。
本
書
は
コ
ン
パ
ク
ト
で

あ
る
が
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
高
い
と
言
え
る
。

定
価　

３
８
８
８
円
（
税
込
）

発
行　

羊
土
社
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─

５
２
８
２
─

１
２
１
１
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